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三
田
學
會
雜
誌
第
二
土
ハ
卷
第
六
號

セ

ィ

の

私

的

及

公

的

消

費

論

幸

セ
ィ
の
沿
驭
論
は
扎
の
各
嵇
の
著
書
の
中
に
於
て
何
れ
も
可
な
リ
廣
大
な
部
分
を
山
め
て 

尻るが、
典
の
内
綷
は
自
ら
三
個
の
部
分
に
大
別
さ
れ
る
。
笫ーは、
消
赀
の
性
質
ミ
結
泶

i

を
 

1

般
的

.に

.

論ずる部分である。
第ニは、
双
的
消
费
を
論
ず
る
部
分
で
あ
る
。
而
し
て
第
：

I; 

は、
公
的
消
贽
を
論
ず
る
部
分
で
あ
る
。
此の中、
第

一

の部分に關しては、
ほに本誌第ニ十 

五
卷
笫
六
號
に
典
の
梗
概
を
紹
介
し
て
骽
い
た
。
今
は
笫
ニ
の
部
分

W
、

第三の部分ハ矶、
矶稅
 

論
及
び
公
债
論
を
除

s

€

に
就
い
て
兆
の
大
耍
を
窺
ふ
こ

W

にする。
笫三の部分中で今 

.
冏
除
外
し
た
租
税
論
及
び
公
愤
論
は
公
的
支
出
の
資
料
の
獲
得
に
關
す
る
考
察
で
あ
り
國
家 

收

A

諭であるから、
別
個
の
機
會
に
於
て
觅
め
て
之
を
紹
介
す
る
稹
で
あ
る
。

-

第

二

十

六

卷

(
九

！
：

五
.

)

セ

ィ

の

私

的

•
及

公

的

消

嫂

論

 

第

六

號 

一



-:

第.
？

1

十
六
卷

' C

九四六

)

^̂
^̂
^̂ 

第
六
號
：

ニ

セ
ィ
は
私
的
泔
费
を
定

_
義
し
て
、或
る
個
所
で
は
之
を

「

個
人
に
.
ょ
6

又
は
家
族
に
ょ

4

て
行 

は
る

、
VW
S
J
で
あ

る

ヾ

」

云
ひ
ハ

1)

、又
他
ー
の
個
所
で
は
之

t
r
個
人
及
び
家
族
の
欲
寧
を
滿
姐
.せ 

し
め
む
が
爲
め

k

行
は
る
、泔费

」

である，

^

云
ふ
？

)

。
前
者
は
沿
费
の
主
體
に
著
目
し
た
も 

の
セ
あ
.
九
後

#

は
悄
»

0
ゾ
自
的

^

箸

自

し

ヾ

た

；：
，

の

そ

"
务
 ̂

':今1
'

等
や
兩
者
を
合

.
し

て

、
個

人
 

:

又
は
家
.
族
：に
ょ

6

て
丹
己
_.
の

欲

0.

M
せ
し
め
び
が
爲
め
に
行
は
る
ゝ
消

®

；ミ.
：云
は
々
、恐 

ら
く
は
セ
ィ
の
興

.
意
を
正
確
校
示
す
ハ
こ
せ
を
得
る
で
あ
へ
ら

.
ぅ

か
。

M

に
：：セ
ィ
'
が
：他
の
個
所

 ̂

-
於
て
#.

ド
定
義
を
示
す
こ

v
な
く
■

に「

個
人
の
消

®

又
；は「

家
族
め
：消
費

』

な
る
語
：を
使
用
し
て 

居
：る
の
は
艺
、別
：個
の
語

4 :
:

以
^
_

 

も
の
ど
云
a

得
る
で
あ

ら
，5
io_ 
. 

::

■•
-.
 

.

.

.■■:
:
.
.
.'.
: 

.:
',:

:

 

.
 

.
 

.
 

.

. 

....
 

.

.

.

へ

.

.-
 

.

■

.

.

.
躭
、に
個
人
の
泔
费
ど
云
ひ
、家
族
の
沿
费

^

云
：ひ.
、私
的
消
毀
.ど
孝
ふ
.。
斯
か
る
個
人
的
の
事 

.
項
は
.
果
し
.
て

論

濟

學

：
の
；
：
雜

_

 

る
^
:

茶
や
。
：；取

^

6

經
；濟
：學
の

®:
會
的
性
質
を
高 

調
し

て
，
生
產
_

Jr

r t
&

i

其
の
技
術
的
並
：

.
び
'

^
對
，；自
然
的
の
性
質
を
有
す
る
の
故
を
；以
て
之 

5 :
.斯
學
の
範
晴
内
か
ら
軀
.逐
む
ょ

ぅ

y
j

す

る

•«
見
^

行
は
',
:
れ
：て
居
る
現
代
に
於
て
は
勿

^

の 

K

te
に
セ
イ
の
同
咏
代
人

^

し
て
消
费
論
を
収
扱
は
ざ
ジ
し
者
务
ぁ
办

^

/
稍
ミ
後
れ
て

^

vl
r

费
論
そ
の
も
の
を
斯

.

'

の
.

範
0 ,

外
に
騷
逐
せ
む

-

ど
し
た

^-

も
&-

つ
た
?-
し

の

で

あ

る
か

ら

’®.

'
ん
や
.

私
的
消
：费
論
の
如

■&

は
、未
だ
一
般
的

R

vf
i

®

論
そ
の
も
の
の

m

極
的
に
否

.

定
3

れ
ざ
り 

し

セ
イ
の
時
代
化
於
，て
す
：ら
も
、興
の
存
在
理
由
が

.

疑
は
れ
得
た
で
あ
ら

ぅ

乙

ビ
は
推
.察す
る 

t 

p

 

<

s
.
lr
o

粜
然
，、：セ
ィ
自
身
も
、

「
一 :1

.}:

一

1
.

の
人
.

々
は
私
的
沿

'®

が
MI
:

#

の
經
濟
の
描

'
寫
中
^
位 

脔
を
.

占
む
べ

.
'&

も
の
で
な
い

ビ
の
意
見

?:

懷
い
.

て
'

居
る
^

云
.

つ
:

て.
居「

る(

6

)

。
併
し
彼
は
、斯
か 

る
奪
見
を
懷
い

.

て
居
る
人

_

R

對
し
‘
て「

私
袖
の
富
も
；

1
*

的

の

富

の

，一
部
?:

爲
し
居
れ
る

R
 

あ
ら
ず
や
。

私
一
的
の
生
産
が
聰
明

k

よ
り
て
導
か

.

る
、
.

場
合
に
は
之

R

よ

P
て
.一
般
的
の
常 

が

：增

加

を

來

す

ビ
同
«

^

、賓
は
個
人
或
は
國
家

k

よ
ぅ
.

て
消
©
せ
ら
る
ゝ
こ
ど
の
巧
拙
如
何 

に
從
り
て
其
の
使
命
を
果
た
す
こ

€
完
全
或
は
不
完
全
な
る
の
羞

t
生
ず
9

麻
ほ
、個
人
の
幸 

，福
は
彼
等
，の
消
费
ビ
は
無
關
係
な
る

も

の
な
り
や
。

又

'̂

は
國

-K

の
福
祉
の

1K

要
な
る
奥
素

を
：成
：し

吾

れ

る
k

も

ら

ず

や」

^

借
問
し
て(

7)

、私
的
.
消

数
0

經

論

學

，、
上
^

於

：
け.
る
存
在
理
由

5 :

.

- 

-

...
 

- 

-

主
寧
し
«

«

し
：：て
崧
る
の
.
で
あ
る
;0,
:';.
:

^
ィ
..

の
去
.

ふ
所
は
右
の
如
く
で
あ
る
。
併
し
彼

.

0

F

言

は

他

の

'F
R

方
_

け
る

&
,

卜
^
の
 

所

食

，ビ

矛

香

す

る
'

乙
：ど
な
き
や
杏
や
を

.,.1

.

應
.

確
か
め
：て
置
べ
必
宴
が
あ
る
。

セ
ィ

k

據
れ
.

ば
、

,
.

、

て-.- 

：••
' 

.. 

•

.

飨
！1
十
六
畚

-:.(

九.
四七〕

.

‘

ィの
.

私
的
及
，
公
，的

.

滞
.贺
論 

二
笫
六
'號 

三
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四
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セ

ィ

の

私

的.及

公

.的

消

鸯

謫
 

第
山
、
友

.
1

iL

濟
學
は

「

社
#

の.

經
濟

」

を
研
究
す
る

7
P

の
で
あ
る

ビ
S
,

れ

て

思

る

？
0

。
然
る

こ
今
、

,-
1

，リ

打
S

 

は
，私
的
顧
濟
の

:—
*

方
肺
で
あ
々
、個

A

の
經
_

の
一
方

而

で
あ
る
。
玆

k

於
て
か
、私
的
沿
费
を 

經
濟
學
の

I t
f
fi

內
R

取

<
v

入
れ
て
®
る
セ
ィ
は
、

»:

會
の
經
濟

V
J

個
人
の

.

經
濟

ビ
t
混
同
し
た 

の
.-で
は
へ
あ
：る

ま
S

:

か
ビ
の
；
疑
が

生
.

ず
.

る
。

併

し

衣

が
.

ら
、此
の
...

疑

は
.

容.
.

易

ド

霽

ら
3

れ

得

る
0 

蓋
し
、彼
は
、社
會

：の
，經

濟

ギ

個

；人

の

經

濟
S

は
屢
.
It

.頗
る
密
接
な
る
關
係
を
有
す
る
も
の
で
あ 

る.
^

兩

考

は

之

を

區

，別
す
る
て
.
.

ど
を
要
す
ど
云

.

つ
て
居
我

C
O

O

而
も
經
濟
學

k

於
け
る
⑽
赞 

の-

取
扱
方
に
就
い
て
は
、

「

經
濟
學
は

…

•

:

消
«

の
結
果
を
說
明
す
る
こ
ど
に
ょ
み
て
、個
人
を 

し
：：

て
讲
の
旣

.

得
の
則
を
最
も
良
く
利
用
す
る
こ
ど
を
得
し
ひ
。

さ
れ
r

、そ
は
他
の
方
法
こ
ょ 

ぅ
て
：個
人
的
利
害

0

立
'

入
る
：
i

 v

な
し
0

.

.
何.

ビ
な
れ
ば
、倜
入
的
の
富
は
ヤ
般
的
法
則

k

從
つ 

て
制
御
せ
ら
れ
ざ
る
を
以
て
な

.

6

J

5

本
つ
.

て
居
る

(

10)

。
故
^
セ
ィ
が
私
的
沿
毁
を
論
ず
る
に 

當
つ
て
成
る
寒

®

ミ
ー
其
の
結
果
ど
の
關
係
を
論
ず
る
限

^

に

於

て
は
、其
處

k

は
混
同
も
な
く 

矛
盾
も
な

.

い
ど
云
つ
て
差
支
な
い
。

而
も

®

實
k

於
.

て.
.

セ
ィ
が
取
る
處
の
態
度
は
、正
に
右
の 

如
さ
も
の

-

汉
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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l)

 

T
r
a
it

 

か.V
I0
€
d
., .P
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4
3
9、

5
7
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C

2)

 

T
r
d
t

rt.,  

P
,

 

4
5
2
.

 

.

C

3
 

cours, 

V
I

5

 p
s
i
e
,

 
c

r
 v

m
.

の
ra

頭
の
文

字、
及
び

o

r

の

表

題

。

(

4〕

リ
力

ー
ド
ー
の

如きは之である

0

0
O

)

ジ
ョ
ン

*
ス
チ
ユ
ア
ー

卜
：

'

ル

の
如
き
は
之
で
あ
る
。
此
の
點
に
就
い
て
の
ミ
ル
の
論
撖
は
、
 

消
费
の
法
則
な
，る
も
の
.は
何
等
在
布
す

る
こ

€

が
な
い
か
，ら、
ミ
云
ふ
に
布
る

C  

(unsettled  
Q
uestipn

to
o「

p
ô
n*
p
l—
»
wo
otj
o
n一̂2 .

fb
d.. p
. .

コ
2.)  

,

(

6
.

)
(

7
v v
c
o
u
r
s
,

 

M
d
i
t
i
o
n

 

B
r
u
x
e
l
l
e
s
,

 
:p..
 

4
1
6
.'

C
8)

 

o
o
u
rs
, 

p
. 

I
,I
S
L

h:c
o
n
o
m
ie

 

p
o
litiq

u
e

p

rr
r̂

P
K 
ps
s 

q
u
e

 

p

?;o
n
o
m
ie

 

d
e

 

la

 

S
0
c
i6
t̂
*

 

之
は
實

こ

木書巾リ 

.頭の：文句
で

あ
る
。

C
9

)

 

C
O

U
V

 P
.

 

3. 

c
s
)

 

c
o
l

 

p. 

4
,

.

ニ

:

'

>.

.
'-
fe
ィ
は
消
费
を
足
義
し
て

「

消
©

?

は.
價
値
の
破

.
壊
な
,

ヒ
做
じ

.
て
居
る

Z

ど
、前
囘
の

論
.文 

R

於
て
指
摘

.
し
た
如
く
で
あ
る

0
-O

。，

,
然
ら
.
ば
、私
的
消
费

:̂
於

，て

破

壌

せ

ら

る

ベ

•

此

の

價

値 

は
何
れ
か
ら
來

る

か
。

.
セ

ィ

ド

據

れ

，ば
、此

の

顧
.
値
.
は.
：f t
人
'
又

は

：家
：族
'の

所

得

の

價

値

に

外

な 

ら

な

S

 
o

彼

は

：云
ふ
、

「

各

人

の

所
#

は
、其

-0
產
業
的

.
才
能
ょ
，
6,

*
ら
む

^

も
、成
は
其
の
資
本
ょ

.
笫

U
-

H

ハ
卷

： (

九

四

九

〕

セ

ィ

の

，
：
私

的

.
及

：
公

：
的

：
梢

费

論

 

：

第

：六

號

 

五



:
:
: f
l

十.
六
#

 

:

(

vu

龙0
:
)
v

セ.
：，
ィ
.
.

の)

私：§
及
舍
询
還
瓣
；

 

笫六
€

'\

六.

々
來
:£
>

^
 

^
 

す
る

」

爾
々

：
Q
:,

消
: *

の：資
料
を
供
供

#

す」

C
2
;)

v

,:
.

.

°

有

形

一

的

の

財
 

貨

で

あ

，
.

太
^

は
無
形
.

的
の
.

®

勞

で

あ

つ

て

、

令
れ

：：：

は
i

 

れ
た
：る

種

 々

の
物

の

形

態

を
.

取
る

C
O
T
)。

-

併
し
：之
を
へ
購
買
：す」

る
：
の
：：資
：̂.

供

せ

も
..
れ
る
;'
':
所
：の
：も
0

は
：
所.
得
の

®

 

値

ビ
云
ふ
，取」

の

も

の
k

外
な
ら
な
い

o

猶
.

ほ
、.
®
人
の
富
は
所

#

並
び
R

生
產
■
本
か
ら
成 

る

も

の

，で

あ

る

か

ら

、所
得
：の

外U

生
產
装
本
を
も
消
費
す
る
を
得
る

乙

ど
は
疑
な
い
。

併
し
、
 

斯
く
の
如
き
は
命
己
の
資
產
を
傾
け
る
所
以
で
あ
々
、爾
後
の
消
費
を
減
殺
す
.る
所
以
で
あ
つ 

て
•

到
底
永
續
し

#

る：も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る

2

。
：

所
得
は
生
產

_

本
か
ら
の
：生
產
物
で
あ
る
、而
し
て
跋
本
は
其
の
存
在

>

 

る
限
ぅ
は
新
な
る 

也
*

物
を
與

.

へ
る
の
.能

力

を

永
A

 

^
保
有
す
る
か
ら
、所
得
は
從
つ
て
悄
費
さ
る
れ
ば
從
つ
て 

補
充

^

れ
得
る
、
5)

。
故

^

.、各

家

族

は

丼

の

所
#

の
'全
響
消
費
し
て
も
富
を
傷
け

®

を
双
す 

が
如

^

M

V

な
き
を
得
る
。

併
し
な
が
ら
、セ
ィ
は
、此
の
一
事
ょ
み
し
て
、各
家
族
.は
爲
の
所
得 

の
全
額
を
消
费
す
ベ
き
も
の
な

A
 

V

の
推
論
を
生

.

ず
る
も
の
で
な

S

ど
云
ふ
。
其
の
理

rt
l

は
、
 

不
峙
の
出
來
事
ド
對
し
て
豫
め
準
備
を
爲
し
遛
く
の
必
要
あ
る
の
み
な
ら
ず
^

本
そ
の
も
の

が
減
少

5 :
'

來
す
：乙
ど
が
あ
々

.
得
る
•
か
ら
、所
得
'の

全

部
.
を.
消
.費

し

盡

す
Z

ど
は
危
險
で
あ
る
，假 

^

此
の

«

な
し
ど
す
る
も
入
間
は
現
狀
を

m

て
甘
ん
ず
る
乙
ど

?:
得
な
い
か
ら
で
あ
る
ビ
云 

>̂
に
.在

る

.6
>。
：

斯
く
し
.
て
’セ
ィ
は
、私
的
消
費
は
之
を

.
適
當
に
制
規
す
る
の
必
要
が
あ
る
せ
す
る
。
玆
に
、消
 

数
を
適
當
に
制
規
す
る
ビ
は
、消
費
を
所

.
#
の
限
搜
以
內
に
於
て
可
及
的

K

減
縮
す
る
乙
^
を 

意
味
す
る
の
で
は
な

^

o
,

VW
费

3

れ
る
價
値
の
職
牲

ビ

家
族
‘か
之
か
ら
取
得
す
る
滿
足
ど
を 

正
し
 
<
 
比
較
す
る

Z

さ
を
意
味
す
る

,0
彼
.
の
排
斥
す
る

Ti
r
r
は
、消
费
の
多
さ

乙

ヾ

」

で
は
な
く
、其 

の
極
端
に

0

る
t

ぐ

」

で
あ
る

0
m

s

R

B

し
て
云
へ
ば
、極
端
は
：

一 .

方
で
は
浪
费
で
あ

6
、他方 

:

で
：は

答

嗇

で

あ
.
つ
て
、

」

セ
：
ィ

は
1

等
兩
極
端

’を
排
斥
す
る
。

.,
日
く
、「

消
費
の
過
度
の
飾
約
は
資
產 

の
許
容
す
る

”快

樂

を

，奪a

尜
6
、
放

逸

な

，
る

消
®

は
愛
惜
す
べ

&

資
源
を
奪

a

去
る

」

、0

。「

浪
.費 

ビ.
吝
嗇

ビ

は
、一，は
消
費
の

.
手
段

? :
蕩_

す

る

Z

ゼ

に

ょ

ぅ

、他
，は

之
R

手
t

觸
る
、

t

ビ
を
斷 

念
す
る

乙

ビ

に
ょ
つ
：

V
、

兩
者

s

i 

k
甯
の
與
上
，る
利
溢

? :
斷
念

す

る
も

の
，
で
あ

''
6」

、=
0
ビ
0

猶 

:

ほ
^

ィ
が
避
等
兩
；者
を
排
斥
す
る
の
は
、獨

.
&
會
事
者
自
身

K
.

^

-0.
個
人
的

.
考
虚
の

み
^

 

.
葬
づ
マ
め

'で：

は
次
べ

^

部
は

:!
:!:
ハハの
« :
»

全
般

0

轉
濟

^

戾
ぼ
：す

^

響.
：の
a

R

: i

M
.

^

.I
r

て
居
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:

セ
ィ
の
私
的
及.
公
的
消
費
論-

第
六
號
，

..

る.
。
即
.

ち

运

ふ

。t

文
只
嗇
漢
は.
貯
«

せ
む
.

が
#

め
k

貯
蓄
を
行
ふ

」
(

9

0

。「

其
の
‘

貯

蓄

は

；：

0
1
3
.

の
享
‘ 

樂
を
犠
牲

V

し
て
爲

n

れ
■

た
.'る

も

の.

で

あ

生

•

彥
的
用
途
か
ら
引
拔
か

'

れ
/2

る
；も
の
で
は
な 

い
/

:

從

0

て
4

れ
は

r

產
業
か
ら
何
等
其
，の
手
段

’

を
奪
.

ふ
—

は.
な
い

」

け
れ
ざ
も
、而
も

「

彼
は
何 

等
產
業

.
?:.

助
長
す
：る
こ
は
な
：

S

/

JO
0

。
若
し
そ

.

れ.
浪
費

^

至
'

つ
て
'

は「

產
業
を
支
持
す
る
資
本 

を
社

#

か
ら
奪
ふ

0

生
產
の

.

一

■
大
要
..因

を

破

搏

す

る

^

ビ

ド
ょ
つ
て
、他
の
諸

®

*
.

の
發
展
を 

不
可
能
な

.

ら
し
め
る

」

。「
苟
も
投
入
せ
ら
れ
た
る

—

' 

本
の
：蕩

盡

れ

.る
場
合
：に
は
、必
ず
世
界
何 

れ
力
の

I

即
R

於
て
之
ビ
同

M

の.
產
業
が

vf
j

滅
す
る
。

自
己

.

の
M

本
の
一
部
分
を
唆
：.ふ
浪
戮 

者
は
、同
時

•

に
一
人
の
勤
勉
な
る
人
間
か
ら
其
の

.

利
潤
を
奪

.

：ふ
.

も
：の
で
あ
る

/

11〕

气 

'

セ.
：ィ
•

か
兩
極
端
を
排
斥
し
て
：屮
庸
を

.
以

て

，私

的

消
.

費
の
限
度

.

を.
.

な.
し
た

Z
ど
は
右
.の
如
く 

で
あ
る
；か、而

^

被
は
、此
の
：中
庸
は
必
然
的
に
相

.

對
珣
で
あ
る

.

€
す
る
：ノ「

經

濟

は

消

»

に

應

用 

せ
ら
.

る
ゝ
判
斷
で
あ
る
。；

'

經
濟
は
、邦
の

_

資
源
ぞ
之
：
.

を
充
用
し

#
:

る
®

良
の
用
法

^

を
知
る
。
 

經
濟
は
何
等
絕
對
的
の
原
則
を
有
せ
ず
。

を
は
常
ヒ
資
產

k

對
し
地
位
に
對
し
消
費
者
の
欲 

輩
k

對
し
て
相
對
的
の

0

係
に
在
る

0

中
庸
.
の
資
產

k

於
て
賢
明
な
る
經
濟
の
勸
带
す
る
程 

の
支
出
.
は-
富
激
^
ビ
つ

て
は
吝
裔
•
た
る
ベ
く
，貧

困
な
る
家
計

k

ビ
,
つ

て

は

狹

费

ど
も
な

る

.0

ミ

病
.

氣
に
際
し
て
は
、健
康
時
に
は
節
す
ベ
き
程
の

.

美
味
を

も
典

へ
ら
れ
る
又
ど
を
要
す
る
。
慈 

善
行
爲
は
、慈

#.
者
の
個
入
的
莩
樂
の
一
部
を

割

い

て
行
は
：れ
る
場
合
に
は
最

W

の
負
讃
に

«

 

す
る
も
，若
し
子
女
の
食

'
料
を
_

牲
$
し
て
與

へ

ら

れ

：る

場
合

R-
は：'
輕
蔑
に
値
す
る

/

12
>

.

(

1

)

：.
本
..

誌

：
笫
...
ニ
：.
十
..
五
..
卷
.

第

六

號

、
ド

_

五
.

頁
。

(

2

)

 

T
r
a
i
t
,

 

P
. 

4
5
3
.

:

.
9

)

前
記
ハ
.拙

稿

、
八
'
頁
。 

V 

(
4

)
(

5
〕
T
r
a
i
t
6
,

 

P
.

 

3
4
,
4

 

;

(

6〕 

Traitm, p. 

4
5
2.

(

7
X
8 )

T
r
p
i
a.

'
,^

ム̂

.

'

、

(

9〕

H
r
a
i
t
o'., p. 

455.

(

lo
x

n
ŷ-
I

Y p. 

4
5
4
.

(

1 2)

 

T
r
a
h
6
,

 

p
.

 

4
5
5
.

三
' 

、

消
®

の
目
的
物
ビ
し
て
は
如
何
な
る

.

物
を
選

.

擇
す
ベ

P
か
。.
此
の
點
に
齡
し
て
は
セ 

有
利
な
る
消
«
、賢
明
な
る
消
费
を
選
擇
す
べ
さ
で
あ
る
ど
し
て
、

;̂

一
R

、眞
實
の
欲
望
を
滿
足 

せ
し

tr
る
消
费
た
る

Z
§
 

ニ
に
、
®

緩
な
る
消
費
、優
良
品
の
消
费
た
る

z 

K
0
三
R

共
同
的 

の
消

®

た
る
こ

.

'

第
四
に
健
全
な
る
道
德
の
避
認
す
る
が
如
き
消
费
た
る

Z
ビ

の
四
個
の
標

•
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第六號
 

ー0

準
を

t

不
し
.

：て居
る

i

s

は
、前
論

k

述
べ
：亦
通
々
で
あ

.

る
:;

？0

;;°

然
ら
ば
其
の
消
费
の
方
法

•

支

5
3

 

の
行
a

方
に
：就
て
は
如
何
な
る
見

»

を
持

0

て
居
た
.

か
。

ぃ
彼
は
，先
づ
第
ニ
せ
家
政
上

^

於
け
る
秩
序
の
必
要
を
カ
說
し
不
始
末
を
斥
け
る
。
例
へ
ば 

同
.

一
分
豳
の
質

3

M

会
を
し
て
も
、濫
费
を
避
ガ
、家
菌
が
資
；產
ど
地
位
ビ
に
應
じ
て
享
け
得
ベ 

き
福
齟
に
從
つ
て
消

#

を
決
定
す
る

®

合
R

は
#
ら
ざ
る
場
合
ょ
キ
も
長
時
日
を
維
持
す
る 

乙
ビ
•

か
出
來
る

0

食
服
調
度
の
數
も
秩
序
の
下
で
は
一
層
長
年
月
の
使

JT
1

R

堪
え
る
。

秩
序 

は
富
者
の
揚
合
に
は
ー
層
推
獎
す
ベ
き
で
あ
る
。
何

ビ
な
れ
ば
、家
庭

k

秩
序
な
け
れ
ば
他
人 

R

寬
容
を
示
す

乙
ビ
が
出
來
な
い
か
ら
で
あ
る

(

2

)

0

第 

一j

に
、彼
は
、必
要
に
應
じ
て
何
時
で
も 

容
易
k

獲
得
し
得
る
一
物
品
は
、一
時

k

大
'*

購
入
を
行
は
ぬ

•
かょ

tr
ど
云
ふ
。

.

蓋
し
、大
贵

k

購 

入
し
た
物
品
は
場
所
を
占
領

し
、品
質
•か
低
下
し
，動
物
や

盜
贼
の
餌
食
^
な
ぅ
為
い
の
み
な
ら 

ず
^

れ

：
は

價

値

の

，
死

藏

で

あ

6

資
本
の
死
藏
：で
あ
る
か
ら
で
あ
つ
て
^
*
購
入
は
田
舍
の
仕 

.

方
で
あ
へ
定
期
的
攻
市
場
の
時
代
の
仕
方
で
あ
る

o

衣
服
の
大

M

貯
藏
を
廢
止
す
る
に
至
つ 

.

た.
z
 .V

J

は
現
世
紀

.

の
經
濟
的

一
進
步
で
あ
る
ビ
云
つ
て
居
る

,9〕

'?

^

m

三
-R
彼
は
翁
濟
上
の
最
良
の
訓
言
の

I
:

は
、能

ぶ

限

々

現

金

買

?:
行
ふ
こ
ど
で
あ
る
ど
一
で

ふ
。

此
の
方
法

^

ょ
れ
ば
*
一
 

層
廉
價
に
買
入
れ
得
る
の

-

み
な
ら
ず
パ

^

得
の
所
得
し
か
消
®
し 

な

tr
乙
：ミ
は

*

實
で
あ
る
。

褂
貨
は

'

商
.

人
か
ら
：借
金
す
る
乙

w

で
ぁ
る
が
、不
生
産
的

k

消
®

 

す
る
爲

R

^

金
す
る

乙

€
は
不
始
末

^

近

い

。
ニ
借
金
す」る

： .

の
は
所

.

得
を
豫
め

■

消
費
す

る
•乙
€ 

で
b

 

6

、翌

^

翌
年
に

V
.

つ
て
の
不
、

II
I

甶
を

®

己
に
課
す
る

乙

€
で
あ
る
。

棚
買
を
し
て
支

M

 

を
免
れ

fc

ビ
考
へ
る
者
は
へ
自
己
の
财
を
消
費
す
る
：

9

で
は
な
く
、他

.

人
の
.財
を
消
費
す
る
の
で 

あ
.

つ
て
、罪
が
：一
層
深
ぃ
公

)

0

最
後

^

彼
は
、常

に

或

，る
'

小

:0
|
:

、
の

金

：
額5:
保
有
す
る

5:「

適
赏
な

A
V 

ど
,-

す
る
。
蓋

.

し
礙
驗
に
ょ
れ
ば
支
出
は
殆
ん
ぜ
常
ド
豫
聋
顧
を
論
過
す
る
も
の
で
あ
る
が
"必 

要

ビ
な
つ
た
支
出
を
即
座

^

支
拂
び
得
な
，い

.

#

合

は

.

個
人
.

的

賴

敬

：が

危

殆

に

陷

る
t

k

に 

な
る
か
ら
で
ぁ
っ
て
、彼
は

*

常

所

得

：は
.

解
^

消
*

を
.

賄
‘
ふ
の
み
な
，ら

'
ず
：將
來
：
.

の
®

失
を
も
：袖
 

偾
す
べ

S

で
あ
る
、芩
云
つ

' 

て
居
る

(
5
:>

o
v

 :
 ̂

へ
^

^

^

^

^

^

^

^

•
 

^
1
W 

•
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雙
1

r
一
 

^
:

私
的
消
費
ド
關
し
て

»
<

間
題
ど
^
れ
た
も
の
の

 

一
k

奢
'侈
が

',あ
る
。
此
の
奢
侈
は
、フ
ィ
ジ 

オ
ク
ラ
ー
：ト，達

^

在
：て
は
農
業
の
維
持
恢
復
を
妨
：ぐ
る
が
如
さ
消
費
ど
解

_

3

れ
、(

1〕

ス
タ
ユ 

丨
ア
！
卜
に
在
て
は
聱
澤
品
の
使
用

.
即
ち
生

$

む
が
翁
め

k

M

對

k

必
要
た
ら
ざ
る
物
品
の 

仗
用

s
»

3
れ
、(
2〕

ス
ミ
ス

k

在
り
て
は
、必
要
品
、即
ち
段
然

^

旣
存
の
禮
節
上
の
法
則
ビ

•か 

最
下
級
の
入

I

も

必

要

た

，ら

し

め

た

る

物

品

以

外

の

物

品

を

使

用

す

る

こ

ミ

ど

解
3

れ
て 

居
た
？

〕

。
然
る
に
セ
ィ
は
，奢
侈
も
必
要
も
共

^

相
'
對
.「

的
の
も
の
で
あ
つ
て
前
者
を
隹
考
か
ら 

區
別
す
る
こ
ビ
は
不
可
能
で
あ
る

^

な
し
、奢
侈
を
定
藪
す
る

.
ド
當
づ
て
必

¥

ど
の
對
比

k
 

& 

ら
ず

i

s

侈

ド

對

し

て

高

價

：
品

，
の

使

用

で

f

:

且
づ
同
時
暴
示
の
意
を
布
す
る
も
の 

V

の

..
#

'#
を
下
し

.
た
の
で
あ
つ
て

*

澤
品
は
眞
實
の
效
用
の
爲

k

も
あ
ら
ず
、其
の
便
利
の

®

丨

も
あ
ら
ず
又
も
の
快

：

迦.
の
爲

R

も

あ

ら

ず

し

て

、唯

々
.

他
人
の
意
见

^

働
‘

か
け
る
爲

k

使 

用
^

れ
る
も
の
で
あ
る
ビ
し
て
轻
る

(

4)

。

然
ら
ば
セ
ィ
は
、斯
く
の
如
く

^

定
義
し
た

is
^
侈
の
經
濟
上
ド
於
け
る
性
質
を
如
何
^
見 

て
居
る
か
。
彼
が
、不
生
能
的
消
費

H

れ
が

®

る
'
眞
實
な

.

る
欲

f

滿
足
せ
し
め
る
場 

■
八
ん
は
有
用
な
も
の
で
あ
る

5

S

て
居
る
こ

5

前
囘
の
拙
稿
中
で

1

し
た
如
く
で
あ

る

(

5〕

が
、併
し
奢
侈
即
ち
眞
實
の
欲
望

v

滿
足
を
目
的
ダ
せ

.

ざ
る
消
費
の
場
合
に
は
、價
値
の
破 

壊
か
ら
生
ず
る
损
失
は
何
等
の
滿
足

R

よ
つ
て
相
殺

^

れ
る
こ

S

も
な
'

い
^

す
る
。
而
し
て 

「

斯
か
る
消
費
で
^
當
該
物
品
の
生
產
者

^

利
澗
を
與
へ
る

」

ど
の
^
識
論
に
對
し
て
は
支
出
は 

Jt

侈
以
外
の
方
而

R

於
て
常
に
爲
さ
れ
て

®

る

z
S

を
示
し
、且
つ

(

一)

豪
奢
な
る
支
出
^
よ
り 

て.
 

一
0
の
生
產
に
與
へ
ら
る
ゝ
獎

»

は
必
ず
や
他
の

j

種
の
生
ま
よ
ぅ
奪

a

去
ら
る

0

一)

此
の 

支
出
の
結
*
ど
し
て
生
ず
る
獎
勵
は
搶
費
者
の
所
得
の
增
加
す
る
場
合

R

の
み
.增
大
し
得
る 

%
.

の
な
る
が
、消
費
考
の
所
得
の
增
大
し
得

‘

る，は
、奢
侈
的
支
出
に
よ
る
に
あ
ら
ず
し
ゼ

W

生
齑 

的
支

ff
i

k

よ
る
、ミ
の
一
一
，命

題

を

立

て
、£ t

駁
し
て
居

a

?

o。

h

セ
ィ
：.
は
、單
に
奢
侈
を

.

個
人
.

的
に
見
て
之
を
一
個
の
引
合
は

g

不
利
な
る
消
费
行
爲

V
J

做
し 

て
居
る
の
み
で

.

な
く
、
®

に
進
ん
で
そ
れ
が
社
會
全
體

k

及
ぼ
'

す
影
：響
を
考
へ
て
©
る
の
で
あ 

つ
て
、奢
序
の

fi
r

は
れ
る
所
に
は
必
ず
貧
困
が
附
隨
ず
る

ビ
做
し
、富
者
が
奪
侈
に
投
ず
る
多
く 

の
'

價.
値
は
.

、若
し
之
を
生

.

犛
的

R

使
用
せ
ば
多
數
の
貧
し
さ
勞
働
者

^

一.層
充
分
な
る
衣
食
住 

を
*

へ
得
べ

か

々
し
も
の
で
あ
る
。

'

富
：者
の
奢
レ
侈
は
：®

者
：の
':

困
'

窮
の
.

一

因

で

あ

る

ビ

云

ふ

。 

文

彼

は

、廣
#

'

の
'

行

は

れ

る
.

瞬

間

ゎ
^

繁

滎
.
.

の

相

が

獅

念

る

が

、そ

.

れ
技
.

衰
頹
：し

C
V

、
あ
る

.
笫

n

十
六
卷
：

c

九
.五
.七〕
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ィ
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ヾ
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ハ
セ
ィ
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的
及

#
盼
;0
費
論
，

 

パ

翁

•

一
四

論
：：

が
.
-
:

時
;»
:

:

裕
：̂

此
：
0'
•
本
自
籍
.な
る
光
彩
は
永
親
的
で 

.

な
-

い
。

そ
れ
は

W

生

產

の

資：

源

を

涸

揭

せ

し
：：

る

か

：ら
#

ず

窮
.

乏
：狀
態
：を
#

ふ
。V

特
R

、上
流 

階

級

.
：：
及

^

*
.

カ

：
者

：
の

：
奢

侈

；
は

、
無

.
定

^

追

：
從：
'

せ

：
し

：
め

る

か

.

.
ら

I

國
全
體
を
©
す 

る
.

も
0
;

で
あ
る
ビ
も
云
つ
て

.

罟
る

(

9

^

-

奢
侈
は
或
は
へ
そ
れ

0

ー
み
獨
り

^

生
產

5:

喚
.

：
.

起
^

-

般
‘的
繁
榮
を
寄
す
る
ど 

.

か
、有
用

.

な

：る

市

：民

；
ど

，は

，多

く

支

出

す

る

市

斑

.

の

謂

：
で

)

あ
：る
.

声

か

云

：ふ

が

細

>

讃

辭

を

浴

び

せ 

も

，：れ.
翁
侈
を
調
歌
す
る

.

詩
.

人

す

ち

：も
.

現
は
れ
ー
た
程
で

)

あ
る

.'

か
ら
，

「

支

出

を

刺

戟

す

る

ざ
P
は
，支 

出

す

々

含

資

料

を

儲

け

，；る
：必

要

が

あ

る

か

：ら

肖

然

化

生
 

s 

Z
ど

に

な

る」

ど

の

0 

'

說
.

論

も

现

は

れ

拇

，た
で
：あ

ら

ぅ

。

併

し

セ

ィ

は

、此
の
'

種)

の

議

論
k

對
し
：て
は
、假
々

k

そ
れ
•か
 

勞
働
を
刺
戟
す
る

^

至
る

X

し

：
て

も

、
猶

、且

•

資
本
，の
增
加
'な
く
し
て
は
生
康
の
骨
加
は
望
み
難 

:

い-

然
る
に
資
本

.

の

增

加

は

貯

蓄

に

ょ

々

.て

の

み

行

は

れ

る

。

而

も

、享

樂

の

熱
M

k

ょ

々

て
 

の
み
生
產
を
刺
戟

_

れ
る
；程
'
の
'
人
達
か
ら
は
爽
何

‘

の
貯
蓄
を
も

.

期
待
し
得
な
い
。

.

如
'

ふ
る

て
，
 

眞
の
生
產
の
爲
め
の
遲

.

緩
有
限
の
資
源
は
、彼
等
の
貪
婪
を
充
た
す

^

足
6

な

く

，“レ
云
ふ
？
 

it
t

k
-

浪
費
の
獎

. »

は
富
者
，の

.

浪
費
を
助
長
す
る
に

.

過
ぎ
な
い
か
ら
、少

く
も

.

資
產
の
不
平
均
を

露
少
緩

1

ず.
を

§

良i

染
を
_

■

の
辯
護
論
に
對
し
で
は
、彼
は
，富
者
の
：浪
费
は
中
_
及 

び
下
瞢

6,

階_

に
ぬ
も
波
及
す
る
、而

1

後
者
以
階
級
に
在
っ
て
は

 

一

0
&
0
に
所
.得
の
極
限 

K

到
龜
,

る
か

』

、却
て
國
内

R

於
け
る
資
產
の
不
平
均
を
；
脉
激
成
す
る
、ど
駿
し

y
居
る

(co
p

(

1

)

ン齋侈は、フ

> 

ジ
オ
ダ

’ 

I

卜
.

に在

'
 

クて

.

は
寧
ろ
社

#

經
濟
的
に
考
ヘ
ら
れ
て
居
た
。
.
ヶ

 

. 

；

 

■
:

ネ
！
茑

1'
■
般
的
箴
ー
首

』

第
土
十
.免

に，、
：

於
て

■

:

飾
的

.
奪

'移C

一i
^

r

^

s

r

a

t

i

。̂

喚
起
す
ベ

き

に

あらず

」
w

 

云つて

•
岩
な
が
ら

(
o
p
c
k
e
n
, 

CEavres E
c
o
n
o
m
i
q
u
e
s

 .et .philpsopbique 

de 

F. 

Quesnay, 

I
s
s
s
.

?

3
3
5
0

其
の
謂
ふ
所
の
装
飾
的
表
侈
の
何
た
る
や
を
說
叨

L

て
居
な
い
の
で
あ
る
が
、後に

*
- 

-
.
.
.
ご

 

< 

•• 

./■

.
 
.1
 

.
 

-

ボ-

I

ド
ぃ|

ば
之
を
解
釋

.
U

て
'「

坐
康

'に
役
立
っ

.灾
出

-を
寄
し
同

'
時、2:坐
座
そ
の
も
の
を 

:

齊；
4
_

」

て、不

4

:库
的
：支出

.の
總
量
を

.
'增

加

：
し

、
—

的
：
^

^

;©'
;:
.自：
'然
.的
'.
极
：
.本
 
'
的：
':
秩
序
を
顚
倒 

.

す
る
こ

W
」

を
奢
侈
；

w

呼んで居リ

「

個令外阔

'商
品
の
職
入
で
も
、刷
民
；所

# 

>
で農ノ業が 

:

其
の維持又は恢扱の爲に必耍ミせざる部分、即ち
自
出
に
處
分
し
#:る
艰
の
み 

.

を之に使

.：用

.
す
.
る
場
合
、土地

.
坐
產
；か

.
_其の
へ
爲
に
苗

.し
む
こ

€
な
き

^

合
.には、それはを 

侈で丄

.ないふ

」

說叨し
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4
6
2
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ノ 

. 

： 

： 

K 
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■

■

E
 

. 

. 

r 

■

以
上
、私
的
消
费
に
碑
て
邦
办
意
義
及

^

_

度

ビ

關

じ

、騰

び

ぬ

奪

侈
k

關

す

る

セ
' 

ィ

の

所

說 

.

を
故
へ
.

て

來

た

、力
■

s

^

»

-

つ
紹
介
す
へ

.S

も
' 

の
か
.

あ
る
。

.

.

ぞ
n
.

は
*

法..
雄
及
.

：び
，風
俗
は
.：私
的 

消
費
に
對
し
て
如
何
，な
る

' 

影
.

響

を

及

ぼ

す

や

、ビ
：云

ふ

乙

€
R

就
て
の
，彼
の
所
說
で
あ
る
。

セ
ィ
は
法
樹
が
消
費
に
對
し
て
及
ぼ
す
影
響

.
R

は
、之

R-
抑

制
?:
加

へ

る

消

極
的

な場合ヾ

S

.
 

,+
 

... 

.
 

* 
. 

.一.

.

.

.

.

.
'
*
*
-
.
.
. 

•
- 
.

之
を
喚
起
す
る
糖
極
的
な
場
合

>

 

が
あ
る

:

^

す
る
。

而
し
て

m:.

s

的
な
場
合
に
：冬
、或
る
種
の 

消
費
を
制
限

.

又

は.
.

禁

止

す

：、
る
：

.v

い

ふ

直

接

的

な

、名
：：
.

のV
:

どr

政

府

が
*

あ

り

ど

認

：む
るv

或
る
種
の 

消
費
に
課
耽
し
て
之

?:
'
.
.

防
退
す
る
間
接
的
な
も
の
ぐ

J

が
あ
る
ど
す

.

る
。

'
諸
國

R

行
は
れ

U
る
 

齋
侈
禁
止
法
の
如

.&.
は
直
.

接
的
な
も
の
の
例
で
あ
ぅ
、英

li
l

{C

於
け
る

■

馬
il
l

*

犬
•«中
時
計
等 

に
#

す
る
課
税
ば
間
接
的
な
も
の

'

§

例
ど
し
て
擧
げ
ら
れ
る

?-
;
°'
:

■-

f

、ィ
が
奢
修
を
见
て
個
人
的
並
び

^

社

會

的
^-
有

書

な
も

の
'

で
あ
る
ビ
傲
し

^

Z

は
前

il
l

の
如
く
で
あ
る
ビ
す
れ
ば
、奢
侈
禁
止
法
は
一
見
セ
ィ
に
よ
つ
て
有
利
な
も
の
^
判
斷
せ
ら
る 

ベ
&

が
.

如
く
は
恐
は
：れ
る
が
、セ

.

ィ
は
此
の
態
度

^

出
て
居
な
い
。
表
侈
禁
止
法
に
對
す
る
反 

對
論
は
沄
ふ
迄
も
な

.
<

 

先
、例
が
少
か
ら
ず
あ
る
の
で

.

あ
ら
：て

.
•

例
へ
ば
前

^

も
指
摘
し
た

T

 

ド

ー

の

如

さ

も

，セ
、
ィ
k

は
齋
侈
て
ふ
語
の
解
釋
を
異

K
Ly
つ.

、
も
、兎

^

«

奢
侈
禁
止
法
の
無 

用
を
論
じ
、此
の
，輝
の
法
律
は
奢
侈

?:

抑
北
し
得
ざ
る
：の

み

.̂

ら
ず
却
て
.之
を
增
大
せ
し
め
得 

る

Z 
X

，そ
れ
は

0
な
<

 

0
0
さ
れ
，る

R

至
る

Z
ビ
5:

0
ベ
て

®

る
の
で
あ
る
が

(

2

0

、
セ
ィ
も 

同
様
に
其
の

‘
無
效
•

無
用
•

有
一
害
な
る
こ
ど
を
論
じ
て
居
る
。

日
く
、

「

是
等
の
法
律
は
.其
の
目
的
を 

達
し
た

s 

z 
S

稀
な
V

。

風
'

俗
の

®

廢
し
居
れ
る

©
'

合
^

は
.

人
々
へ
は
法
綱
を
'潜
る
に
惯
れ
居 

れ
ム
o

反
對
の

.

場
合

^

は
®

か.
る
法

#

は.
無
用
；な
る
の
へ
み
な
ら
ず
、財

.®

權
^

對
：す
る
：
侵
潘
な 

々

.°
、
個
：々

の
；人

々

の
.

過
' 

失
挲
は
必

ず
.罰が

伸.
ふ
。
'

一
 

必
ず
事
物
の
カ
ド
よ

.

々

て
得
ら
る
ベ
&
も 

の
を
；法
律
に
よ

P

て
，行

は

む
g

す
：る
は
一
狂
氣
め.
.

沙
' 

汰
、な
&

」

c
3〕

s

o

m

^

に
、是

等

の
.斷
定

は

、立 

法
者

k

•

は
有
ら

.

ゆ_
る
事
情
を
斟
酌

'L.

て；消
費
；

^

*

も
賢
：明
：

R
.

判
斷
し
指

*

す
る
の
能
力
が
.な
 

い
i
'
k,

宫
»

は
此
の

i

の
法
の

"
®
行
R.

興
.
味.
や
利
益
を
威
じ

.
な
い
乙
、
風
俗
の

f t
立
せ
る

® 

合
代
：は：：

'
自

利

：
心

：
は

：
人

々

を

®

0

て
：
.

<R
利

な
'る

；：

消

費
-?
:
.
行
“§

る

璧

表3
:

め
'
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所

有

者
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一
八

'
は
0

己

：の

財
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；欲

す

る

が

儘

ド

自

由

於:

處
分

f

る
の
顧
能
を

.“1

部
分
.剝

奪

き

れ

る

ふ

さ

等
を
.

論

據
.

^

む
尤
；居
.

：る
，の

セ：あ
：：

み 
e

o

JO
;:.. 

.H 

」

：■;'

パ
':
:
' 
.

■
.

-■
:

然
ら
ば
滅
辣

^

」

よ
，：0

ソ
て
W
!

部
一
の
消
費
を
間
.

接
^

抑
，脑
ず

'
る
.

\
の
策
^
:

就
て
は
、セ
ィ
は
如
何
な 

.

る

判

斷

を

下

し

.て
居
る
 

'か

。

。
彼

，
；
は

、
若

U

粗
桃

が
。必
要
で
ぁ

S
ビ
の
前
提
か
ら
出
發
す
れ
ば

?!
:
 

の
祖
能
は
貧
者
の
使
用
品
よ
か

i

ff
i

者一一：の

.使
：
.

用
：品

^

、第

-.必
需
品
よ
ぅ
も
第
二
次
的
有
用
品 

1C

課
せ
ら
れ
る
汝
が
：有
刹

.

：で

あ

务

ギ

ず
.

る
。'-:_

し
、社
#
.

の

利

益

^

必

^

恶

づ

く

欲

蟹

，よ
々
も
.

1

層「
容
:*
^

充
'

た_

れ
^

^

ぜ
^

存
す
る
か
ら

.

で
あ
る

;0

併
し
、絕
對 

的
^

云
へ
ば
、著
侈
的
支
出

•%

妨
げ
る

Z
ど
R

よ
つ

,̂

國
家
は
；善

爲

す

も
の
だ
^
考
へ
て
は 

な
ら
«

。：，.そ
れ

;«

、奢
侈
が
充

分

1̂!

解
3

れ
た
る
有
刹
な
■消

^
.

k
:

害
を
な
す
場
合
に
の
み
有 

用
た
.

る
：
：の
：
で

ぁ

る

ビ

す

名

r

聰
<

 
.
て
：
被
;
は
、_

碍

や

煙

萆

は

、人
が
：長

い

間

之

な

く

，し

て

過

し

て 

來
た
の

^

か
ら
、之
«

く
1>.

て
*

す
:̂

^

'̂
5

5

來
よ
.

ぅ
が
、併
;'
1.

、̂

れ
か

^

健(

康
に

7
P

 

|

般
的
繁 

榮
に
も
何
等
の

'

弊
が
生

.

じ
な
い
ヒ
す
れ
ば
、是

.

等
^

快
逾
品
を

»

念

せ

.ざ

る

べ

か

ら

ざ

る

理

由 

は
な
ぃ
タ
ナ
の
享
樂
は
、そ
れ
に
要
す
る

‘

費
ff
i

R

比
：例
せ

#

る
で
含
、並

^

、費
用
の

%

加
を
來
さ 

ず
し
て

1

層
優
秀
な
る
享
樂
を
以
て

^

置
さ
れ
得

.

る
場
；合

0.

外
は
非
_
せ
ら
る
ベ

&

で
な
ハ
、

^

云
つ
て
居
ふ
言

)

;®
'

、
• 

：
：,
 

，
.
.
-,.
ぃ
：:-
:
.(

.

>
.

.

.

ニ
法
律
が
：消

費

を

抑

腿

す

る

代

々

に
.

之
を
.

積_

的
に
喚
勝
す

-̂

場
佘
ビ

^

如
何
な
る
場
^
を 

.

指
：す

か

。：; :
セ
.

ィ
ば
、其
の
例
ビ
し

■
て
、個
人

_

が

：服

從

：遵
守
_

す
:.
::

べ

き

.宗

敎

土
 

■の
儀
式
が
奢
侈
的
な
る 

場
合
、並
に
、法.
律
，か
錯
雜
不
明
快
に

U

て
國
a

が
常
'̂法
律
家
の
助
カ
を
藉
る
の
必
要
あ
る
場 

合
を
舉
げ
て
辟
る
の
で
あ
り
て
、是

.

等
2>

揚
合
に

.

ば
，全
體
ゃ
ぢ

^

の_

民

せ
1-
1

ハ：
の

享

樂

^

何
等 

'
貢
献
す
る
所

.

な

W

消
費
を
示
唆
れ
，る、？
去

H

:°
':

而
.

し

唉

訴

訟

は

：多
.

數
の
.

法
律
家
や
&
吏
を 

生
活
せ
し
め
る

.

の
故
を
以

V

之
を
：美
事
な

4

ビ
す
，る

章

見
k

對
，：し

て

は

、斯

か

る

所

論

は

，

も
、
 

齒

痛
'

は

齒

科
.

醫
を
生
活
一
せ
し
め
る
が
故

k

美
*

な
ぅ
k

，云
ふ
：

V
,,.

同
®

で
あ
る
。
旣
に
齒
財

t

 

感
じ
て

.

居
る
場
合
に
は

.

優
&

な
齒
科
書

2:

見
出

;1,

得

.5
;

事.
は
幸
福
に
相
違
な
い
が
，彼
の
技
術 

R

賴
厶
の
必
要
な

{

ん
ば

I I

に
幸
福

.

で
あ
る
。；社
會
：の
利
益
は
、肉
體
及
び
道
德
に
對
す
る
治 

療
救
濟

'
の
必
耍
を
能
ふ
限

.̂

遠
ざ
‘

け
る

Z
^
R

在
^

其
の
避
け
能
は
ざ
^
し
辦
に
對
す
る
必 

製
な
る
救
；治
策
を
常
ド
奋
す
る
事

^

在
^

^

論
；̂

て
居
る
の
で
あ
名
公
し
。

消
費
に
影
響

?:
'

興
：へ
 

'る.
も
の

w

し
て
 

'
は
、法
律
の
外
に
風
着

‘
か

あ

る

。

十

ィ

は

，此
の
' 

觀
か
ら 

見
で

*

良
の
風
俗

e

は
、他

0
消
費
.

よ
々
も
寧

6

充
分
に

m
解
さ
れ
た

る

有
利
賢
^
な
る
消
费

第二
.

十
六
卷
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セ

ィ

の

私

的

及

；公

的

消

费

論

厂

^

六
號

 

ニ
0

?:
:
喚

起

す

：る

が

如

含

風

：俗

の

謂

で

：
あ

る
^

す
.

る

？
，'
;
世

人

が

勞

働

を

了

へ

て

^

ら
V娘
樂
を

ビる 

の
風
暫
は
結
桃
で
あ
る
が
問
題
は
其
の
娘

.

樂
の
，猶
類
如
何

^

在
る
o

其
の
結
果
が
何
等
悲
し 

む

ベ

さ

も

の

：̂

有
せ
.

ず
•

家

政

の

秩

序

及

：，び

安

易

を

助

長

し

、身

心

の

健

康

を

維

持

す

る
k

最
も 

適
す
务
が
如
ざ
媒

.

樂
を
選
ぶ

z 
e.

は
最

も
利
益
で

.

あ
る

-0

之
は
反
し
て

.

生
產
や
消
费
を
、即
ち 

人
間

：

の
生
存

'̂

文
明

ビ
?:I

.

層
完
：全
な
ら
し
む
み
所
の
も
の
を
制
限
す
る

Z 
<
、例
へ
ば
囘
々
 

敎
の
.

行
は
れ

S-
諸
國

R

於

て
®

萄
酒
や
豚
肉
の

(

如
き
立
_派
な
生
產
物
を
排
斥
す
る
風
朁
の
如 

■̂

は
、愚
劣

'̂

各.
習
俗
で
あ
る

^

す
る
c

n

h
i

次
に
セ
：ィ
は
、有
利

I

ざ
る
.

智

俗

の

一

：，
例

W

し
て
流
行
の

•

變
化
の
過
度
の
愛
好
を
爆
げ
る
。
 

彼
は
、

.1

_

域
が
流
行
の
變
化

5:
過

度

に

.愛

好

す

る

場

合
k

は
、流

行

後

れ

の

品

物
R

就

て

商

人 

が

拟

失

を

負

，擔

す

る

か

、或

は

其

の

負

擔
.

は
商
人
か
ら
：現

^

流
行
中
の

'

商
品
の
.購

買

者

に

轉

嫁 

さ
れ
‘
る
の
.

^

あ
つ
て
、避

'

け
得

$■

損
失

?:

蒙
る

乙
ざ
k

な
6-

ビ
て
之
を
排
斥
す
る
。

.

领
®
な
流 

行
品
ば
價
格
は
高
く
匕
も
時
好
に
合
し
虛
榮
心
を
充
た
す

<

1C
ふ

大

な

る

：效

用

^

有

す

る

の 

故
•
を
以
て
之
を
辯
議
す
る
の
論
も
あ
る

が
、斯
.ぐ-
の：如
さ
は
不
利
な

.

る
消
費

^

耽
女
、眞
實
の
欲 

望
よ
.

々
も
輿
論
れ
は

-5

欲
望
を
充
た
す
が
如
き
消
費

^

观
る
所
以
に
外
な
ら
ぬ
、ど
す
る
。
セ

時
の
著
者
中
に
は

V

流
行
、の
念
藤

な

る
變
||を
以
て
商
業
の

M -
神

な

し

て

誇

6

、社
_會
繁
滎 

Q
®

も
有
力
な
る

一

平
段
な
：
り

<

し
て
誇
つ
た
者
が
あ
る
が
、斯
か
，る
考
：へ

' '
.

方
め
下
，で
は

英
H
 

人
や
和
闕
人
の

si

業
上
の
大
成
功

.

を
..
說

IJ
)

].

す
る

i

 

.
ど
が

出
來
な

s
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表
.

ふ(

s
>

。
尤
も
、彼
は
流 

行
の
變
化

^

の
'

も
の
を

常
に
撕
す
る
の
で
は
な

K

ノ
若
し
論
特
が
少

•

し
く
现
性

k

支

酿
_
れ 

得
る
な
ら
ば
、又
、若
し

f

れ
が
五

,-
',

人
の
裝
身
具
及

'

び

家

具

，の

性

質

，及
び
：形

態

を

最

良
^
-

而
つ
て 

變
ぜ
し
め
る
な
ら
ば
、即
ち
吾
人
の
消
費

5:
.益
々

賢
.
.明な
.らし
め

る

な
ら
ば
、
そ

れば

'

變
化
.が

^

 

激
で
な

い

限
人
利
益
は

.

あ
つ
て
も
»
®
は

な

lr
z 

S
を
認
め

.

て
®

^

。'

併
し
不
幸
ド
し
て

yr 

は
必
ず
し

も

常
^

斯
く
の
如
く
で

な
く
、
流
行
は
_
ぇ
ず
變

^

す
る

^

述
ベ

て
ハ
ろ
、
實
際
ド
行 

は
れ
る
流
行
に
就
て
ば
之
が
有
利
性
を
認
め
て

®

な

い

の.
で
あ
る

。
'.

.

(

1〕
C
o

 
J

 

p
.

 

4
2
3
.

:
S
2
-
.
V
. 

.; wauaeau, 

op.: ci.t

-1:
?. 

2
3
-
2
1

-n
..

(

3

。
：.
;H
3
H
a
i.

^p.

み 6,1
,

私，

(

4
.

〕

. 

Cours, .p,424..

(

5

)

 

c
o
s
s
, 

p
.

办24
-5
.

へ 6
X

7

〕
c
o
u
r
s
,
.

 

p
.

 

.
4
2
5
'

第
二
十
六
卷

(

九六五
V

セ
イ
の
私
的
及
公
的
消
费
諭

第
六
號 

こ



.

绡.1 :1

十

六

卷

(

九
六
六〕

セ
ィ
の
.私
的
皮
公
的
消
费
論 

氟
六
勝 

一
一
ニ 

.(
8 
ノ「

9〕
c
o
u
r
s
,

 

p.. 42.5

 

.OS
，
 

. 

u
v 

. 

•
へ

以
上
.

菩
人
は
叙
的
消

.

费
^

關
す
る
セ
ィ
の
所
說
を
窺
つ
て
來
た
。

' 
' 
轉
じ
て
其
の
公
的
消
費 

に
關
す

5

'
.所
.

說
.
?:
:見

5
 

0

セ
ィ
は
公
的

vf
i

A

?:

ば
私
的
消

®

ど
對
照
の
地
位
^
置
く
ど
い
ふ
ょ

P
も
寧
ろ
同
列
に

®

-

• 
• 

- 

... 

• 
• 
V 

. 

•

,
. 

• 

, 

.. 

...... 

• 

_

•
>
て
#

察

し

考

の

相

違

：は

單

化
^

の

主

體

士

，目

的

ど
^

公
&

の
差
あ
る
の
み
ど
し
て
®
る

:.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

_

云

ふ

ミ

ど

が

出

來

一

る

',
'

此

の

靡

は
^

づ
.

公

的

消

費
0,
'

意_

の
'
黙
^

現

は

れ
.

る
。

彼.
は

云

ふ

。 

「

社

龠

狀

態

は

人

體
S

同

卿
k

之

に

特

有

な
6:-

:

竑
6

種

ゆ

滿

費
5:

必
3?

.
ビ
す

る

。：
其

の

利

益

を
. 

保
_

ず

る

爲
の
-

多

数

，官
，0 
0
-
0
0 

S
V
.

如
き
，其
0 :

防

龜

％
藤
..

の
_

除
^ :

給

養

の

，如
き
、楚

れ

で

あ 

る
。

母

等

種

々

な

る

：消

費

は
-

H

 

0
 

 ̂

0-
 

^

 

^
 

^

る
，の
.

で
一
は
な
ぃ
が
、一 

國
の
生

.

命

ど

腿

康

^

は 

一:
國
が
之

^

必
要
な

.

る
，.
も
の
を

「

層
‘

充

分

に

莩

受

す

：♦

ほ

W

益
々
繁 

榮
を
來
す

乙

，

f
j

は
眞
實
で

あ

る
/

i

w

o

X

云
ふ
，「

慨
人
及
び

.

象
族
の
，

欲

簞
の
：.

«

足
は
私
的
消

©
 

を
生
ぜ

.

し
.

め
る
も
の
で
あ
る
が

•

猶
、個
人
の
集
合
體
働
へ

«

社
會
の
如

&
"

も
欲
望

5:
有
し
て
此 

の

欲

0
は
公
的
消
費
を
生
ぜ
し
：め.，みへ

2

)

ど
'
 

斯
く
し
て
彼

'

は.
、

「
公.
的
消

*

ど
：
は

公

共

に

よ
4

て

又
は
公

■
共
.

の
勤
勞

■
の
爲
R

行
は
る
、
消
費
を

' 

指
す

」

?

)

匕
の
定
義
を

\

下
し
て
居
る
。
世
.間
で
は 

此
の
語
は

「

公
的
支
出

」

な
る
語
を
以
て
代
置

さ
れ
て
居
る

o

蓋
し
、公
典
は
勤
勞

?:
消
费
す
る
に 

し
て
も
，又
勤
勞

.

の
爲
に
消
費
す
る
物
資

?:

質
ふ
に
し
て
も
其
の
價
値
を
支
拂
ふ

R

は
通
例
貨 

幣
?:

以
て
す
る
、即
ち
支
出

k

ょ
る
か
ら
で

f

c

l

れ
は
一
層
頻
繁

^

使
用
^
れ
る
が
爲
妓
ー 

»

了
解
し
易
い
か
ら
で
あ
る
が
、セ

.

.

ィ
は
公
的
支

^

^

は
公
共
の
茅
益
の
^
め
に
ョ
い
で
消
霞 

3

れ
る
勤
勞
ゃ
材
料
を
公
共

’

の
名
.

に
於
て
購
買
す
る
こ

ビ
で
あ
る

K

を
.充

分

に

了

解

し

て 

居

る

場

合
k

は
右
の
如
会
用

.

語
法
に
も
大
な
る
差
支
は
な
い
ピ
云
つ
て
居
る

(

4〕

。
之
を
前
記 

の
私
的
消
黄
，に
與
ベ
た
る
定
義

V
J

比
較
し
て
見
れ
ば
、公
私
消
費
同

«

觀
が
明
か

^

*1
^

3

れ 

る
で
あ
ら
ぅ

。
.

:

公
私
消
費
，同
質
觀
は
、更
に
消
費
の
本
質
論
に
も
現
は
れ
て
居
る
。
彼
は
、或
る
個
所
で
は
、國 

家
の
利
益

k

於
^
爲

，
3

れ
：る
生
產
物
及
び
勤
努
の
消
費

は
、

個
人
.

の.
利
益

R

於
て
爲

5

れ
る
同 

«

の
消
費
で
多
火
の
一
類
似
性
を
有
す

C6 )J

ヒ
云

p

.-
C

居
る
：

が
、
他
の
個
所
知
於
て
は
、公
的
消
費
は 

私
的
消
費

,e

全

く

修

質

矣

同じ
：： .

く
：す)

る
：ネ

の

；な
：：

る「

乙.
：$

を
：_

言

し

て

居

る

(

6
0。，

然

ら

ば

勿

何 

な

る
®

に

於
.
n*
®

質
を
：同

じ

ぐ

貧

夺

ビ
云
'
ふ

か

：名
承
ふ
：£

、
兩

：
者

，
牟

も

^

坐

產
.

物
を
.

消

費

す

る

、
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.第

二

十

六

卷

c

九
六
八〕

.第」

、
^

二
四

而

し

；
て

其

の

，價

値

.

は
生
'

產

：の.
果

實

ヤ

あ
6

、且
'
つ

該

生

產

物
0

使

用

^

ょ

り

で

破

壊

さ

れ

る

黏 

R

於
て
，
父

あ

A
O

O

又
爾
：者

《

k

價
.

，値
：■の
W

生
，產
V

又
'

は
消
：費

者
k

ど
づ
て
の
享
樂
以
外
の

@
 

W

を
^

- 

-

^

得
な
い
黑

K
J7
-;

て
\'

あ
る
^

)

S

す
る
の
で
あ
る
。：ノ
特

R

彼
は
公
私
何
れ
の

tf
f

費
{C 

於
て

^

等
し

:<

價
.

値
の
破

-
頷
で
あ
る
ヒ
の

m

R-

重
き
を

®

い
て
居
る
。
彼
は
云
ふ
。

「

兩
者

nr 

れ

k

於
ャ
も
、そ
が
其
の
使
命
を
果
た
し
た
る
場
合
は
は
‘

等
の
生
產
物
及
び
勤
勞
は

全

然

失
 

は
れ
た
る
も
の
ビ
な
る

>

-0
/

ぐ
は
常
に
偾
被
の
破
壞
に
し
て
、國
內
ょ

6
 

|

エ
キ

d

の
愤
値
す 

ら
國
外

^

流
出
す
る
乙
ど
な
さ
場
合
に
於
て
も
常
に
富
の
损
失
た
る
の
で
あ
る

(

10)」

ど
。
加
之
、
 

此
の
失
は
れ
る
富
や
破
壊

3

れ
る
價
値
は
私
的
消
費

k

於
け
る
も
の
ど
同

一

f

ビ
す
る
。
 

蓋
し
、此
の
價
値
は
個
人
の
手
か
ら

.

國
家
の
手

^
.

引
渡
_

れ
た

も

の
で
あ
み
、若
し
此
の
引
渡
の 

事
實
.

が
な
か
り
た

V

す

れ

ば

個

.人

が

消

費

し

た

る

べ

か

々

し

も

の

な

る

が

故

で

あ

る

ど

云

ふ
 

の
で
あ
る

C
11
0

。
. '
'-

此
の
事
は
極
め
て

*

單
な
る
事
理
に
過
ぎ
な
い

:0

而
も
セ
ィ
は
&
の
前
取
な 

る
眞
理

ビ
雖

も
、決

レ

て
輕
視
す
べ
さ

.

で
な
い

k

す

る

。
，
蓋
し
、*

間
^

は
、租
桃

>

 

し
て
政
府

^
 

r
o

渡
し
た
る
價
値
は
支
出
に
ょ
つ
て
社
會
に
復
歸
し
返

.

辑
声
れ

.

る

も

の
で
あ
る
ビ
の
譲
想
が 

行
は
れ

.

之
が
.

原
因
ど
な
つ
て
互
額
の
支
出
濫
費
が
行
は
れ
る
代
至
つ
た
の
で

.

あ
る
が
•支
出
は

勝
入
で
あ
ん
購
入
は
無
償
の
返
還
で
は
な
い
、抑

*

斯
か
る
謬
想
の
生
ま
れ
た
の
は

I

に
右
の

g

 

单
な
る
眞
理
の
無
捌
解
に
基
づ
ぐ
ビ
思
考
し
て

©

る
の
で
あ
る

8

^

セ
ィ
の
ぬ
私
消
費

^

質
觀
は
、

51
に
、同

「

の
經
濟
原
則
は
公
私
經
濟
の
双
方
^
逾
用
せ
ら
る 

ど
の
論
ど
な
つ
て
現
は
れ
る

P

彼
は
.

云
ふ
。：
若
し
公
的
支
出
に
.し
て
私
的
支
出
ど
全
く
同
様 

に
常
の
總
额

k

M

#

す
る
も
の
な
り
ビ
す
れ
ば
、同
じ
經
濟
原
則
は
双
方
を
共
に
支
^
す
べ
き 

韩

で

あ

る

。
.■政

府

で
も

個
人
で
も
、消
費
^
れ
る
價
値
ょ
り
も
大
な
る
價
値
の
生
產
を
來
す
が 

如
5

悄
«

を
行
.

ふ
^

ず

れ

ば

、を
れ
，は

生
«

的

な

產

業
?:

行
a

つ，ゝ

あ
る
も
の
で
あ
る
苦
し 

消
费
さ
れ

/2

る
愤
値
中
に
何
等
の
生
產
物
を
も

a

♦

し

ビ
せ
ば
、そ
れ
は
個
人
に
ど
つ
て 

も
政
府

^

ど
つ

V

も
共
に
價
値
の
喪
失
で
あ
る
。

而
も
を
れ
は
人
の
之
ょ

6

期
待
し
た
る
勤 

勞
を
充
分

k

與
ベ
得
た
、而
し
て
滿
足
せ
し
め
ら
れ
た
欲
望
が
眞
«
の
欲
望
で
あ
り
そ
れ
が
最 

,
M
の
條
件
で
黹
足
せ
し
め
ら
れ
た
ビ
す
れ
ば
、此
の
報
償
は
犧
牲
を
優
に
相
殺
し
得
る
の
で
あ 

る
が
、若
し
此
の
欲
望
が
存
し
な
け
れ
ば
消
費
も
支
出

.

も
報
償
を
伴
は

^

る
一
個
の
害
寤
^
外 

な
ら
な
い
。：
消
費
の
‘爲
め
の
消
費
は
，個
人
の
場
合
で
も
國
家
の
揚
合
で
も
浪
费
で
あ
つ
て
許 

す
ベ
か
ら
ざ
る

4

の
で
あ
る

.

23〕

ど
？-

又
.

云
ふ
、実
壯
す
ベ
く
示
唆

.

3

れ
た
家
族

は
：.

貧
し
く
な
る
。

笫
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-
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卷
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十
六
：卷
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九
七
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.

？

の
秘
的
及
公
的
撒
賢
論 

第

六

破

ニ

.
！
、

同
じ

%

合
^

置
か
れ
た
を

二

つ

ゆ
家
族
.？

P

 

^
 

^
.
o
- 

- 

0

-

0
 

0
 

の
家
族
、國 

家
?:

構
成
す
る

.I
.

切
、の：

象

族

の

場

合

、で

も

同

_

で

あ
5'.
?:

ぐ
此
か
；黏
ド
於
て
は
數
は

.

R

.關係
で 

あ
る
«

ど。
-
C
o
IE
に

写

ふ
。

「

s r
共
の

計
箅
を
以
て
八
行
は
る
、

变
出
は
、個

人
の

計
算
を

以

て

行 

は
る
、
支
出
ど
同
樣
に
，或
は
生
產
的
た
久
或
は

'

不
生
產
的
で
あ
る
。

V

記
念
す
べ
さ
祭
典
^
於 

て
見
他
物
及
び
煙
火
を
催
し
た

^

す
れ
ば
、之
が
爲
の
支

.

出
ば
.

不
生
產
的
で
あ
る
。

反
對

k

乾 

&
地
ヵ

^

®

水
^

ivl
f

*̂-

間
®

し
.

又
ぼ
用
永

5:

鐵
く
爲

R

同
額

fc

龙
出
し
た

^

す
れ

^

^

生
t

 

的
支
出
を
行
つ
た
こ

w

 

k

な
る
X
15
:

ど
ど
。

是

等

は

何

れ

も

；彼
，の

公

私

消

費
.

同
質
磡
の

il
i

ょ
れ
で 

あ
る
が
、此
の
點
は
彼

^-
次
の
言
あ
る
に
顧
み

' 

て
最
も
.明

&

化
首
肯

3

れ
る
で

あ

ら
5

0

日
く 

『

果
し
て
然
ら
ば
、個
人
の
資
產

S

公
共
の
資
產
ど
は
性
質
，

R

多
大
の
相
違
あ
ぅ

ビ
か
、.

…

• 

•
云 

ふ
が
如
き
原
則
を
樹
立
せ
む

^

欲
し
た
る
，諸
著
者
，而
し
て
又

.

右
の
諸
原
則
ょ
，

6

し
て
私
的
資 

產
の
.

f

泊
i

R

&

立
つ

Hf
ir
li
l

w

Ii
^

の.
管
挪
を
指
導
す
ベ

P
諸
原
則
ど
は
其
の
間

^

^

1

あ 

る
の
み
な
ら
ず

®

*

正
反
對
な
る
：乙

W

あ
.

6
 

^

云

ふ

が

如

き

危

險

處

.偽

の

結

論

を

導

さ

出

し

た 

る

諸

著

者
^

就
て
は
.

、抑
<

吾
人
は
如
何

^

考
ふ
べ
さ
も
の
な
る
や

(
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p
v 46

s
,

，公
的
消
，
多
私
的
消
費

^

等
し
' 

く
價
佩
の
破
壊

'̂
:

6

 

★

做
す
‘

セ
ィ
ぬ
、公

^

支
出
の
原
厥
只
を

’ 

卞
す
に
常
つ
て
も
此
の
同
じ
立
場
か
ら
出
發

す

る
。

日
，く
、

r

若
し
'.

諸
國
，
.

民
の
；行

ふ

悄

.
©
,
又
は
每 

:

諸

國
K

を
逾
當
に
或
は
不
通
當

R

代
表
す
る
其

.

.

の.
' 

政
府
.

の
.行.
ふ
消
，費

R

し
5

値
の
损
失 

j

疼
し
從
つ
て
常
の
损
失
を
來
す
も
の
な

6

ど
せ
"

ば
、*

炉
る
.

消
费

t
f

弗
の
結
果

ビ
し
て
、そ
が 

s

p

l
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セ'
V

S

盼
及
务
的
消
霧 

第

六

號

ニ

：、

是
.

等

諸

國

民

.：

を

：し

：て

費

やr
o

し

む

る

犧

牲

：ど.
等
：量.
0

)

利
.

益
?:
'
.

國
，民
ド
與
ふ
名
限

，c

 

W
K

於
て
の 

み
是
：認

.

：せ
ら
る

o

故
8

政
の
®
:

能
は
'
,

次

全

ぐ

、强
.

ひ

ら

る

犠

，牲
：€
之
よ

b

國
參

R

生
じ 

來
る
ヘ
さ
羽
益
ど

t

TK
A

k

又

正
確
R

比

較

す

る

て

：w

k

存
す
o

.

予
は
"此

の

利
.

益
ビ
此
例

?: 

保
た
ざ
る

.

麟
牲
ば

Ml
ベ「

て
是
れ
行
政
の

.

晴
愚
ゝ又

：；

は
S

次

夕

ビ

云
ふ
躊
躇
せ
ず

7

ど
マ
％

此 

の
原
如
か
ら
出
發
ず
れ
ば
、具
體
的

R

は
如
何
な
る
方
針
が
立
て
ら
る
へ

&

か
。

セ
ィ
は
曩
き 

{c
S

的
，?ft
费
の
方
針
を
示
す
に
當
っ
て
雨
極
端
た
る
浪
費

ビ
各
嗇

ビ
を
排
斥
し
た
が
、公
的
支 

出
の
ヵ

«

を
示
す

k

當
つ
て
も
此
の
同
じ
中
斯
の

立
場

を

取

つ

て

、
ニ

個

の

具

體

的

命

題

?:
立 

て 

>
 

居
る
。
即
ち
云
ふ
。

「

何
人
も

/0

ム
的
支
出
に
於
け
る
經
濟
は
少
く
支
出
す
る
乙
ど
よ
ぅ
成 

る

ビ
想
，像
す
る

i

 

v

な

か
る
べ
し
。

さ
れ
ざ
•

そ
が
、必
耍
な
る
も
の

k

の
み
支
出
す
ベ
さ

乙

K 

M
に
歡
物
ド
到
し
て
其
の
償
値
以
上

k

支
拂
は
ざ
る

.

こ
^

よ
{

成
る
ベ
さ
も
の
な
る
こ
ど
は
，
 

冴
人
の
承
認
す
る
所
た
る
べ
し
。

故
汽
上
は
專
制
君
主
よ
办
下
は
ー
小
市
民
に
至
る

^

で
、是 

笱
ニ

€

の
箴
•

言
?:
l

li
l

の
支
出
の
原
則
ど
し
て
認
む
る

Z
ど
を
拒
否
す
る

乙

€ 
S
か
る
べ
し 

ど
信
じ
て
差
支
な
し

C
2)』

ど
。

セ
イ
は
公
的
支
出
は
必
要
な
る
も
の
の
程
度
に
止
む
べ
し
ど
の
命
題
を
說
明
し
て
云
‘
。

公
的
支
出
は
近
代
に
於
て
は
國
民
の
負
擔

R

於
て
爲

3

れ

るo

其
の
負
擔
す
る
犠
牲
が
國
民 

P
利
益
ど
な
ら
ず
，國
段
の
欲
望
の
滿
足

R

使
用
さ
れ
ざ
る
場
合

R

は
、所
有
權
の
侵
害

V」

な
る
。
 

蓋
し
、價

W

?:

所
有
者
以
外
の
者
の
利
益

R

向
け
る

Z 
€

は
、所
有
者
か
ら
價
値
を
剝
奪
す
る

こ 

€ 
R

外
な
ら

g

か
ら
で
あ
る
。
斯
か
る
不
幸
は
、私
的
支
出
の

.

場
.

合
R

は
稀
に
し
か
生
じ
な
$。
 

何
ど
な
れ
ば
、支
出
す
る
人
は
其
の
費
用
を
負
擔
す
る
人

ビ
同
ー
‘

人
で
あ
つ
て

®

瞞
5

.れ
て
居 

る
場
合
の
外
は
支
出
が

:1
1:

ハ
の
結
果

^

し
て
生
ず
る
滿
ゑ

k

ょ：
り

て
償
は
れ
る

k

あ
ら
ざ
れ
ば

‘ 

-
P

の支
；： p

r

こ

I
I
P

意
し
な
い

z
€
R-

注
意
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
公
的
支
出

R

於
て
は
支 

出
の

〗

費
.

用
の
負
擔
者
た
る
納
桃
者
は
、如
何

U

る：支
出
が
充
分

R

償.
は
れ
'

る，支
■出
た
る
や
の
到 

斷
^

與
か
ら
な
い

‘

。
社

#

の
必
.

然
的
組
織

^

基
づ
.

い

V
、

支
出
の
，資
料
を
供
給
す
る
者
ヾ

」

之
を 

如
何
炙
る
物
件
忙
適
用
す
ベ

&

か
を
決
す
る
者

7£
は
別
人
で
あ
る
。

故

R

、支
出
を
命
令
す
る 

人
達

K
就.

い
で
、私
利
の
暗

.

示
や
、無
關
心
や
、惡
判
斷
を
馨
戒
す
る
必
要
が
あ

.

る
。

私

人

^

し
て 

愚

t
る
支
出
に
耽
る

 
1

者
あ
る

?:
'

日
冷

k

目
擊
す
る
吾
人

€
し
て
は
、費
用
が
納
桃
者
.の
懷
中
か 

ら
引
出

さ
'れ
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
公
的
支
出
の
場
合
に
は

K

に
多
く
此
の
事
あ
る
を
處
れ
な
け

. 

れ
ば
な
ら

_.

ぬ(

3〕

ビ
。
.
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i
d

ゼィの
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i

s

抑消費論
 

笑

號

§

ノ
|£

に
、必

©

5

認
め
ら
れ
た
る
消
費
^
は
可
及
的
低
償
を
支
挪
ふ
べ
し
ど
の

命

題

^
就

い
て 

は
、.
セ

ィ
は
次
の
如

く

^
說
，明
す
る

o

經

驗

の 
'示

す

所
^

よ
れ
ば
、實
際

k

於
て
は
此
の
へ
叩
週
こ 

合
致
す
る

Z
、と
は
頗

-S

画
雛
で
ぁ

A

諸
國

.
^
於
け
：
S

主
た
る
弊

®

:/
s
此
の
因
雛
か
ら
生
ま
れ 

出
る
。
.

：
私

入

は

、そ

办

私

的

消

費
^

於

て

、物
^
:

對
”

其

わ

眞

.實

め

價

値

よ

々

も

遙

か

に

以

上 

を
支
拂
ふ

t

 

e

は

決

し
.

て
な

：s

 

o
:
'锻

等

の

.使

用

す

る

物
#

、の
：時
價
は
、を
の
生
產
費
以
上
に
高 

t
r
o

A
J

ど
は
殆
ん

V」

な
ぃ
。ぃ
競
爭
が
あ
る
か

'
ら
、最
廉
の

/

寶

：手

を

求

：

$

て.
勝

：入.
す

：る
o
.

然
る
に
、
 

■公
的
支
出
を
決
.定
す
る
人

冷
は
、公
的
消
費

.
^-
向
け
.
ら
れ
.
る

物

を

其

の

._疋

當

な

價
格
で

M

得
せ 

む

こ
.v

j

R

就

て

私

人

€
同
様
k

利
串
關
係
を
有
し
て

0
る
も
の
で

は
な

い
。

公

^

R

、^

要
な 

る
人
的
動
勞
は

0

^

簾
大
な

.
る
弊
#
を
惹
起
す

る

:.
0

.此
の
人
的
勤
努
は
公
的
消
費
の
主
要
部 

分
を
爲
す

.
も
の
で

.
ぁ
夂
而
じ
て
そ
れ
は
國
民
が
價
値
以
上
に
支
拂
ふ
對
象
物
で
あ
る

0

蓋
し
、
 

人
を
採
用
す
る
者
は
被
採
用
考
の
能
カ

.
や

« ..
實
を
：.
鑑
別
.
す
：る
乙

V
J

が
出
來
ず
、依
怙
や
推
薦
に 

.

よ

つ

て

決

定

し

，

1

般

：§

利

益
^

從
.

つ
て
決
定
す
る

。
.
' 

而
も
、在

命
：
者
も
被
任

命
者
も
典
に

#

給 

を
大
な
ら

し

め

ふ

乙
せ
を

有
利
ど
す
る
、等
の
事
愔
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
べ

i

か
。

:

楚
等
の
原
則

^

從

つ

て

行

：け
ば
、公

的

支

出
R

は
浪
費
は
行
は
れ
な

lr
0
で
あ
る
。

元
來
、浪

費の許し雛こ

V

は
公
私
何
れ
の
消
費
に
於
て
も
異
な
る
所
は
な
い
の
で
あ
る

が
、
セ
ィ

の
 

听
見
に
據
れ
ば
、公
的
支
出
の
場
合

^

は
其
の

.

罪
は

一

層
大
な
る

^

の
が
あ
“
。

蓋
し
個
人
は 

自
己

R

«

す
る
生
產
物
を
消
費
す
る

も

の
で
あ
る
が
、政
府
は
所
有
者
に
あ
ら
ず
、公
共
的
资
產 

の
管
迦
者
に
外
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る

c
5)

'
o
,

加
ふ
る

K

政
府
の
浪
費
は
私
的
浪
費
の
場
合
よ

6

も

一

層
重
大
な
る
結
果
を
生
む
れ
る
。
蓋
し
、政
府
の
消
費
は

I

國
全
體
の
消
费
中
の

.

. 

.

.

.
 

.
 

.
 

.
 

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

頗
る
m

耍
な
る
部
分
を
占
め
て

M

つ
て
&
府
の

I

す
る
經
濟
制
度
の
如
何
は
一
闕
の
進
步 

又
は
衰
頹

R

E

大

な

影

_

を

與

へ

る

乙
V

J

R

な
る
。
個
人
の
浪
費
の
結
果
は
少
數
の
人
々
の 

.

境
涯

R

影
響
す
る

R

過
ぎ
な
い
が
、政
府
代
あ
つ
て
は
其
の

j

過
失
ど
雖

%

數.
瓦
'萬
の
悲
慘
者 

を
作

6

一
 

國
の
褒
頹
を
來

S

し
め
る
か
ら
で
あ
る

(

5

。
而
も
節
約
の
動
機
は
，政
府
^
あ
つ
て 

は

個

人

の

場

合

：
よ
'々

も

微

弱

で

あ

る

ど

す

る

？

蓋
し
、個

人

ド

あ
.

つ
て
は
自
利
に
よ

K
V

並
R

愛 

情
に
よ
つ
て
節
約
が
行
は
れ
る
が
、政
府
に
あ
つ
て
は
秩
序
節
約
の
缺
如
か
ら
生
ず
る
不
便
を 

痛
切

0

即
時
に
感
ず
る

乙
ビ
な

く
、偶 
< 

行
は
む
ど
す
る
節
約
も
當
事
者
の
知
る

i

な
き
市
民 

の
爲
め
で
あ
ヶ
涵
養
さ
れ

5;

資
源
も
後
繼
者

^

役
立
つ
：に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
，あ
る

9

>。
併
し 

な
が
ら
、セ
ィ
は
、行
政
上

£

於
：け

る

節

約

心

も

決

し

.て

爲

政

着
.

の
"

偉
業

?:

妨
げ
'る
も
の
で
な
ぃ
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十
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、並
に
、不
岛

'
な
る
：行
政
に

1'

っ
1:
:

生-
じ
た
る
，
_

寶

は

：
節

約

的

行
ft
R

ょ 

れ
る
こ
ど
を
，幾
多

0:
:.

實
例
k

ょ
つ
.て
論
じ
て
居

る
一
の
で
あ
る
？

〕

？

'

}. 

.
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c
l)
：T

r
a
it
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*47
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2
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.rours, p. 

4
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C
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u
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s
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:
p
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ム29
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(

4
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Cours, p. 
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T
r
a
i
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第六撒：
 

リ
て

.

の

I R 公 
要 的  
な 消  
る 費  
欲 の

m m
k 一
知 の 
ら M 
な 則  
け R

■m

匡
三ニIE

S

從

つ
て
支

.

出
を
必
要
な
る
限

M

R

ih

め
る
爲 

れ
ば
な
ら
ぬ

0

'.

又
其
の
第
こ
の
原
則

^

從

つ 

支
拂
を
爲

3

ド
ら
ひ

-,

か
爲
に
は
戈
出
の
方
法
を
如
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

セ
 

t

て
：ft
め
方
而

k
 

0

を
進
め
て

©

る
。

.

^
は
先
づ
祉
會 

て
價
値
以
上
の 

イ
は
*
先
を
轉

'
セ
：
ィ
ほ
、社
#

の
欲
證
を
論
ず
る
章
の
劈
頭
に
於
，て
云

^

r
®t

，

生

：
活

を

.

爲
し
り

:

、
あ
.る
人
間 

は
’

彼
離

^

*

通

衣

る

欲

：望
、而

し

て

又

そ

の

多

數

又

，は

全

員

の

協

：力
.

ド
依
ら
な
け
れ
ば

*

足
，せ
 

し
め
ら
れ
得
な
い
欲
鐘
を
有
す
る
。
然
る

^

此
の
協
力
は
、政
體

.

の
'

許
す
限

A

R
.

於
‘て
茁
人
の 

服
'#
'
?:
:

得
る
.

が

如

会

制

’度

R 

'よ
つ

て

の

み
得
ら
れ

る

。

此
の
服
從
が

^

要
'
で
あ
：り
有

'
益
'で
あ 

る
：：
、場
合

$

は
、を
れ
は

*|
:

會
，の欲
望

.

の
'

一
で
あ

.

る
、而
し
、て
政
府

.

は
'

社
#
:

の
成
.

«

か
.

ら

向

.由 

V
J
lh

ヾ

」

の
ー
部
分
を
犠

%|
^

供
せ

0

こ

ヾ

」

を
耍
求
す
る
が
、政
府
か
風
人
に
與
へ
る

Mr

ー/1
0

ば
彼 

等
を
し
て

:|
1:

ハ
の
課
せ
ら
る
、
犧
牲
を
ば
遺
慽
の
念
を
感
ず
る
こ
^
な
く
货
齋
す
る
に
至
ら
し 

め

る
T

uy
f

。
然
ら
ば
社
舍
の
各
員
は
如
何
な
る
程
度
ま
で
，：

n

由

v
j

M

V

J

の

一

部
分
を
犠
牲

^
 

供
す
：る

'

こ
寒
を
承
服
す
パ
る
：か
。

そ

れ

は

政

府

の

；
手
：\
で
：合
_

的
^
:

行
.

ひ
勝
る
ぃ
妥
廣
な
範r

圍
.

に於
：： 

て
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、セ
ィ
は
國
家
の
職
分
ど
し
て
妥
當

R

認
め
ら
れ
る
も
の
に
要
す 

る
费
扣
は
當
然
に
社
會
に
よ
つ
て
供
給
負
擔

3

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ど
す
る
。

蓋
し
、生
產
す 

る
も
の
は
社
會
の
み
で
あ

6

1L
つ
阙
家
が
土
地
や
資
本
を
有
し
て
企
業
者
の
職
分
を
行
ふ
場 

八
！：

に
も
之
よ
り
の
所
得
は

M

の
支
出
の

一

小
部
分
を
し
か
供
給
し

#

な
い
か
ら
で
あ
る

9

〕

。
 

然
，ら
ば
阈
家
の
常
然
の
職
分
ど
し
て
公
的
支
出
の
對
象
ビ
な
り
得
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
。

依
ニ
十
六
卷
べ
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七
七
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ィ
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消
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論
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六
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費
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^

六
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三
四

>

0

®

k

就

H

..

は
、セ

T
:

は
ァ
ダ
ム

.

ス'、
■■
>

ス
の
國

•

'

職
分
論
、即

^

:
_

家
は
社

#

女

外

敵
杯
對
し 

.

て.
：防
_

す

る

之

敎

難

脅

各
k

,

對
：し
.雄
 

の 

,

有.
'利
；̂-
經

番

し
»

き

靡

造

物
k

^

て
，：公
：翁

^

，利
な
.
.

る

ポ

の

女

顧

營
^

る
；

,z
W

.0.

三
：職
：' 
分
を 

:

举

す

七

ニ

な

，
せ

：
る

.

：說
.

を

傭

：
軍

た
'

紹
^

し

：
て
_

る
が

(

..
3

)

、彼
れ

':
0

身
は
別

R

詳
細
な
獨
自
の
：論
述
を

爵

ン'み.
..
:

て
.

居

る

；：の
^

あ
-
る

：。

-
;

•

 

.

.

.

 '

 

.

.

.

.
;

.

 

. ’

セ
ィ
が

■

公
が
支
出

.

の：主

^

る
■_

.

象
ギ
し

.

：て拿
め
る

'

所.
：の'も

.«
)

:

^

五
；卿

 

る
。

■

其
の
第

一 :

'
は
、立
.

■
法
、一行
蜂

^
 

.

' 

:

.

,

セ
.
ィ

は

、
立

：

法
：：の

：：

爲

め
0,

支.
：:|
«.

は

秦

要.
：
な
>
 

€
す 

'る
；
。

其'の_

出

ぢ

；す

る

所

は
' 

社.
;#
の
#

立
k.

必

要
■な
X

認

め

ら

名:
、

：社..會

0

諸

澳_

へ
：0:
;
:服

褪
? :
:
爭
^

^

^

は

、
各

人
 

か

此

の

规«

そ

知

つ

て

居

る̂
i
.
が
1
必

：
薄

で

；
あ

>

、
從

本

は.
*
^

斧
の
_

業
務

^

繁
:*

な
る
の

' 

み
な
ら

.

ず
、法

#
:

編
纂

k
;

必
M

^

:.
^

i l
;

誠
を
.

缺
い
：て

©

る
.，
か

ら

、

‘

之
を
特
別
の

'.

役
.

人
^

#?

オ
る
必
：耍
が

/

あ
.

る>
s

:

:

ふ
^
:

在
：る
。
彼

‘.

は̂

法
/者

*0
琴
け
る
名

#

S

 

.感
謝
ビ
は

.

彼
等
：が
公
衆
の
爲

K
捧
げ
：る

.

時
"

間
.

せ

努

黄

ギ

衫

報

ゐ

ニ

る

た

充

，分

'

で

；
な

：

い
；：

か

，
ら

、
之
R
 

報

酬

を

支

：
*

上

べ

為

.
で

あ

ネ

、
之

.

を
.無

： .

給

：
ど

ム

.
て

f

^

fi
!

;

:̂

鹰
.

带
が
彼
等
允
延

a

-s
.
.
fば

：：

.

經
驗
の
液
す
胛

'

で
あ
る
ど
次
し

^

社
俞
は
正
義
か
ふ
心
て

$
. 

麓
か
ふ
レ
て

.

も
、彼
等
の
勤
勞

S

.L,

て
報
酬
の
支
拂
は
れ
む

^

-̂

を
欲
す

s

: i

そ
は
彼
等 

の
勢
働
に
對
し
て
典

‘

の
檟
値
以
上
に
支
拂
は
れ
む
：；

€
を
欲
す
ベ
き

R

あ
ら
ず

」

パ
®

0

て
居

る
？

〕

0

へ 

へ

.

;

.
:.、：

 

こ：
；：
.

■'
;

、

ふ
:

,
 

■

.
.

次
，k

セ

-J
は
、̂

政
费
も
必
要

.

衣
石
支
出
で
あ
る
、

ビ
す
る

/0

興
の
琊
由

-S

す
る
所
は
、法
律
は 

卿
行

^

れ
て
：始
め

.

、て
法
雜
で
：あ
る
、其
：の

勵

行

の

爲
R

は
..

行
'

政
：官
が
.

必

要

で

あ

る

、
ス.

三

ス
.は
據 

れ
ば
行
政
官
の
勞
働
は
不
生
產
的
で
保
あ
る
が
、而

も

此
の
.

勞
働
の

‘

：；
蔭

で

社

會

は

福

祉

K
必 

要
な
る
安
靜
を
得
る
の
，で
あ
つ

.

一て、彼
等
は

« :

會
に
せ

Q.

て

頗

.6.
■
有
用
.

で
-あ
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